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大
阪
商
工
会
議
所
は
、
１１
月
１７
〜
１９
日
、
日
本
と
ア
セ
ア
ン
の
７
カ
国
の
有
望
な
若
手
起
業
家
８
人
に
よ
る
交
流

事
業
を
大
阪
で
初
め
て
開
催
し
た
。
大
阪
・
関
西
万
博
に
出
展
し
た
中
小
企
業
の
視
察
や
事
例
発
表
を
は
じ
め
、
相

互
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
議
論
な
ど
を
行
っ
た
。
同
事
業
は
、
次
世
代
を
担
う
経
営
者
が
切
磋

琢
磨
で
き
る
有
機
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
と
も
に
、
万
博
後
の
未
来
社
会
を
見
据
え
た
日
ア
セ
ア
ン
双
方
の

持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
や
共
創
に
よ
る
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
を
目
指
し
て
開
い
た
も
の
。

万
博
開
幕
に
あ
わ
せ
て
今

年
４
月
、「
日
本
ア
セ
ア
ン
ビ

ジ
ネ
ス
促
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
を
構
成
す
る
ア
セ
ア

ン
各
国
の
商
工
会
議
所
会
頭

ら
に
よ
る
代
表
者
会
議
を
大

阪
で
開
催
し
た
。
そ
の
会
議

で
、
日
ア
セ
ア
ン
間
の
人
材

交
流
・
育
成
が
重
要
と
の
認

識
で
合
意
し
た
こ
と
を
受

け
、
今
回
、
ア
セ
ア
ン
か
ら

若
手
起
業
家
を
招
い
て
同
事

業
を
実
施
し
た
。

期
間
中
は
、
各
国
商
工
会

議
所
が
推
薦
し
た
現
地
企
業

の
経
営
者
６
人
お
よ
び
在
阪

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
社
長
２
人

の
計
８
人
（
２０
代
〜
４０
歳
前

後
）
が
、
関
西
大
学
経
済
学

部
の
後
藤
健
太
教
授
に
よ
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
の
も
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題
や

未
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方

な
ど
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
展

開
し
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
「
リ
ボ

ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
出
展

し
た
大
商
の
会
員
企
業
（
ニ

シ
ト
発
條
製
作
所
、
コ
ス
メ

テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
）
の
視
察

や
社
会
課
題
解
決
に
取
り
組

む
事
例
発
表
（
ベ
ホ
マ
ル
）

も
交
え
、
日
ア
セ
ア
ン
の
若

手
経
営
者
が
共
創
や
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
機
会
を

つ
く
り
出
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
将
来
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
人
脈

が
生
ま
れ
た
」「
有
意
義
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
今
後
も
継
続
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

�
各
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
参
加
者
ら
�
ニ
シ
ト
発
條
製
作
所
を
訪
問
し
、

同
社
の
製
品
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
参
加
者
ら
�
い
ず
れ
も
１１
月
１８
日
、
大
阪
市

大
阪
商
工
会
議
所
は
日
本
経
済
新
聞
社
大
阪
本
社
と
と

も
に
１１
月
１８
日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
〜
小
さ
く
て
も
勝
て

る
〜
万
博
挑
戦
者
と
、中
小
企
業
・
日
本
の
未
来
を
探
る
」

を
大
商
で
開
い
た
。
万
博
で
挑
戦
し
た
経
営
者
４
人
が
登

壇
し
、
万
博
で
獲
得
し
た
も
の
、
ポ
ス
ト
万
博
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

鳥
井
信
吾
会
頭
は
開
会
あ

い
さ
つ
で
、
ポ
ス
ト
万
博
で

の
最
大
の
使
命
は
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
火
を
燃
や
し
続

け
る
こ
と
」
と
強
調
し
、
２

０
２
６
年
４
月
に
立
ち
上
げ

る「
新
事
業
共
創
フ
ァ
ー
ム
」

を
紹
介
し
た
。
続
い
て
日
本

経
済
新
聞
社
大
阪
本
社
の
八

木
谷
勝
美
代
表
は
同
紙
の
連

載
企
画
「
小
さ
く
て
も
勝
て

る
」
で
も
紹
介
し
て
き
た
中

小
企
業
の
潜
在
能
力
の
高
さ

に
つ
い
て
語
っ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
早
稲
田

大
学
大
学
院
の
入
山
章
栄
教

授
が
、
強
み
を
伸
ば
す
知
の

深
化
に
加
え
、
新
結
合
を
探

る
知
の
探
索
も
同
時
に
行
う

「
両
利
き
の
経
営
」
で
、
中

小
企
業
こ
そ
変
革
を
起
こ
す

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
強
調
し

た
。パ

ネ
ル
討
論
で
、
リ
ゲ
ッ

タ
の
高
本
泰
朗
代
表
取
締
役

は
「
宙
に
浮
く
靴
」
の
万
博

出
展
が
社
員
の
成
長
に
つ
な

が
っ
た
と
振
り
返
っ
た
。
大

阪
冶
金
興
業
の
寺
内
俊
太
郎

代
表
取
締
役
は
中
小
企
業
の

長
期
の
研
究
開
発
を
金
融
面

か
ら
支
援
し
て
ほ
し
い
、
と

挑
戦
す
る
中
小
企
業
の
声
を

代
弁
し
た
。
三
栄
金
属
製
作

所
の
文
敬
作
会
長
は
外
国
人

材
が
働
き
続
け
ら
れ
る
企
業

づ
く
り
に
向
け
、
日
本
人
と

労
働
条
件
の
差
を
設
け
ず
平

等
に
扱
う
自
社
の
事
例
を
紹

介
し
た
。
富
士
電
子
工
業
の

渡
邊
弘
子
社
長
は
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
経
営
を
進
め
た
と
こ

ろ
離
職
率
が
大
き
く
下
が

り
、
関
東
か
ら
も
就
職
志
願

者
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た

と
成
果
を
述
べ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
に
は

名
刺
交
換
会
を
開
き
、
登
壇

者
・
参
加
者
が
活
発
に
交
流

し
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

開会のあいさつに立つ大
商の鳥井信吾会頭�１１月
１８日、大商

優良商工従業員１９６人を表彰 �

大阪企
業家ミュ
ージアム
は、大和
ハウス工
業創業者
・石橋信
夫氏の特
別展示を
開 催 す
る。開催
期間は１２
月１６日か
ら来年３
月１４日ま
で。

石橋信夫氏の企業家人生は、空洞の
金属パイプで建物をつくれば丈夫でし
なやかなものができるのはという創意
工夫からスタート。誕生したパイプハ
ウスは、大型倉庫、移動教室などにも
応用され、低価格・短時間で建てられ
るミゼットハウスへと進化を遂げた。
ミゼットハウスの工法を応用し、工

場での大量生産を可能にしたのがプレ
ハブ住宅。石橋氏は住宅ローンを導入
し、これらプレハブ住宅を土地とセッ
トにして日本で初めて販売。街づくり
のパイオニアとしても先駆者になっ
た。戦後、新たな住まいの形を提供
し、高度成長経済を牽引した石橋信夫
氏の経営理念や社会課題解決の夢を実
現した企業家精神に焦点を当て紹介す
る。
問合せ 大阪企業家ミュージ

アム
�４９６４・７６０１

委員総会で発言する大商の鳥井信吾
会頭（中央）�１１月１５日、大阪市

大
阪
商
工
会
議
所
、
大
阪

府
、
大
阪
市
な
ど
で
構
成
す

る
「
２
０
２
５
年
日
本
国
際

博
覧
会
大
阪
パ
ビ
リ
オ
ン
推

進
委
員
会
」
の
委
員
総
会
と

感
謝
の
集
い
が
１１
月
１５
日
、

大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
、
大

商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
が
委
員

総
会
に
出
席
し
た
。

鳥
井
会
頭
は
、
大
商
と
大

阪
産
業
局
が
共
同
で
企
画
運

営
を
行
っ
た
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
つ
い
て
説
明
し
、

「
中
小
企
業
・
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
が
万
博
の
大
舞
台
に
出

展
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
、
深
く
感
謝
す
る
。
今

後
は
万
博
の
効
果
を
最
大
限

に
活
か
し
、
さ
ら
な
る
発
展

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
。

大
商
は
、
京
都
、
神
戸
の
商

工
会
議
所
と
連
携
し
、
万
博

の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
成
果

を
後
押
し
す
る
エ
コ
シ
ス
テ

ム『
新
事
業
共
創
フ
ァ
ー
ム
』

を
立
ち
上
げ
る
。
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
の
種
を
持
つ
中
小
企

業
、
町
工
場
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
を
技
術
開
発
か
ら
社
会

実
装
、
販
路
開
拓
ま
で
一
貫

し
て
支
援
す
る
」と
述
べ
た
。

委
員
総
会
に
引
き
続
き
開

催
さ
れ
た
感
謝
の
集
い
で

は
、
吉
村
洋
文
大
阪
府
知
事

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
出
展
企

業
へ
の
記
念
品
交
付
セ
レ
モ

ニ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

パネル討論で意見を交わす（右から）富士電子工業の渡邊弘子社長、三栄
金属製作所の文敬作会長、大阪冶金興業の寺内俊太郎代表取締役、リゲッ
タの高本泰朗代表取締役ら�１１月１８日、大商

大
阪
商
工
会
議
所
と
地
方

独
立
行
政
法
人
大
阪
市
博
物

館
機
構
は
、
大
阪
が
育
ん
だ

文
化
・
風
土
の
す
ば
ら
し
さ

を
発
掘
・
発
信
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ク
イ
ズ
「
な
に
わ
な
ん
で
も

大
阪
チ
ャ
レ
ン
ジ
ｖ
ｏ
ｌ
�

９
」（
期
間
�
１２
月
１
日
〜
来

年
１
月
５
日
）
を
実
施
し
て

い
る
。

ク
イ
ズ
を
解
く
こ
と
で
、

大
阪
の
歴
史
や
地
理
な
ど
を

楽
し
く
学
べ
る
上
、
参
加
者

に
は
豪
華
賞
品
が
抽
選
で
当

た
る
特
典
を
提
供
。
結
果
発

表
画
面
の
提
示
で
大
阪
府
内

の
文
化
・
教
育
施
設
や
ホ
テ

ル
、
飲
食
店
な
ど
４０
施
設
の

割
引
な
ど
も
受
け
ら
れ
る
。

同
ク
イ
ズ
は
、
２３
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度

は
計
３
回
実
施
す
る
。
今
年

度
初
回
の
ｖ
ｏ
ｌ
�
８
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
の
会
期
と

連
動
し
て
４
月
１１
日
〜
１０
月

１４
日
に
開
催
し
た
。
大
阪
・

関
西
万
博
公
式
ア
プ
リ
「
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
デ
ジ
タ
ル

ウ
ォ
レ
ッ
ト
」
を
活
用
し
て

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
万
博
の

来
場
者
数
増
加
に
と
も
な
っ

て
ク
イ
ズ
参
加
者
も
増
え
、

全
国
４７
都
道
府
県
か
ら
の
べ

３
万
７
８
２
９
人
が
参
加
し

た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
商
の
西
村
貞
一
税
制
委
員
長

（
右
）
が
西
村
康
稔
衆
議
院
議
員

（
左
）
に
要
望
書
を
手
渡
し
た
�

１１
月
１３
日
、
東
京

大
阪
商
工
会
議
所
の
西
村

貞
一
・
税
制
委
員
長
（
サ
ク

ラ
ク
レ
パ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
社
長
）
と
井
内
摂
男
専

務
理
事
は
１１
月
１３
日
、
大
阪

・
関
西
選
出
の
国
会
議
員
を

訪
問
し
、
税
制
改
正
大
綱
に

大
商
の
「
２
０
２
６
年
度
税

制
改
正
要
望
」
が
盛
り
込
ま

れ
る
よ
う
働
き
か
け
た
。

訪
ね
た
の
は
、
自
由
民
主

党
の
税
制
調
査
会
メ
ン
バ
ー

で
元
経
済
産
業
大
臣
の
西
村

康
稔
衆
議
院
議
員
、
同
党
の

島
田
智
明
衆
議
院
議
員
、
公

明
党
大
阪
府
本
部
代
表
の
石

川
博
崇
参
議
院
議
員
、
同
党

税
制
調
査
会
事
務
局
長
の
杉

久
武
参
議
院
議
員
の
４
人
。

西
村
委
員
長
は
、
２
０
２

６
年
３
月
末
に
特
例
承
継
計

画
の
提
出
期
限
を
迎
え
る
事

業
承
継
税
制
特
例
措
置
の
恒

久
化
や
、
中
小
企
業
・
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
と
大
企
業
・
中

堅
企
業
と
の
共
創
・
協
業
を

支
援
す
る
税
制
の
創
設
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負
担
軽
減

措
置
の
延
長
な
ど
を
訴
え

た
。こ

れ
に
対
し
、
西
村
議
員

は
「
企
業
負
担
を
軽
減
し
、

未
来
に
わ
た
っ
て
投
資
を
促

進
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
」、
島
田
議
員
は「
経
営
余

力
が
な
い
の
に
賃
上
げ
を
し

な
い
と
人
材
が
集
ま
ら
な

い
、
と
い
う
声
を
企
業
か
ら

聞
い
て
い
る
。
高
市
首
相
が

掲
げ
る
『
責
任
あ
る
積
極
財

政
』
で
企
業
な
ど
の
投
資
を

支
援
し
て
い
く
」、石
川
議
員

は
「
事
業
承
継
は
重
要
な
問

題
」、
杉
議
員
は「
据
え
置
か

れ
た
ま
ま
の
国
税
な
ど
の
基

準
額
を
物
価
高
に
あ
わ
せ
て

引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
応
じ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
優
勝
記
念
パ
レ
ー
ド

実
行
委
員
会
（
関
西
経
済
連
合
会
、
大
阪

府
、
大
阪
市
、
大
阪
商
工
会
議
所
、
関
西

経
済
同
友
会
、
関
西
・
大
阪
二
十
一
世
紀

協
会
）
は
１１
月
２２
日
、
御
堂
筋
で
「
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
優
勝
記
念
パ
レ
ー
ド
」
を
開

い
た
（
写
真
）。

セ
レ
モ
ニ
ー
に
登
壇
し
た
大
商
の
鳥
井

信
吾
会
頭
は
、
球
団
関
係
者
へ
花
束
を
贈

呈
し
、
選
手
が
乗
車
す
る
バ
ス
を
見
送
っ

た
。
パ
レ
ー
ド
は
約
１
・
７
�
を
約
１
時

間
か
け
て
進
行
。
２０
万
人
が
詰
め
か
け
、

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
２
年
ぶ
り
か
つ
史
上

最
速
の
リ
ー
グ
優
勝
を
祝
福
し
た
。

パ
レ
ー
ド
開
催
に
あ
た
り
募
集
し
た
個

人
向
け
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
企

業
協
賛
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�
６
９
４
４
・

６
３
２
３

◆年末年始の休館
大阪商工会議所（支部を含む）は、１２

月２７日～１月４日、休館します。大阪企
業家ミュージアムは、１２月２６日～１月５
日、休館します。
◆休刊のお知らせ
本紙１２月２５日号は休刊します。

石
橋
信
夫
氏
の
志

１２
月
１６
日
か
ら
大
阪
企
業

家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
す

る
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
創
業
者

の
石
橋
信
夫
氏
特
別
展
示
の

開
催
を
企
画
し
た
。
石
橋
氏

の
生
涯
は
ま
さ
に
不
撓
不
屈

の
人
生
そ
の
も
の
。
戦
後
日

本
の
復
興
を
牽
引
し
た
企
業

経
営
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
偉
大
な
ビ
ジ
ネ
ス
リ

ー
ダ
ー
が
残
し
た
次
世
代
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
奈
良
県
の

記
念
館
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
今
般
そ
れ
ら
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
ご
紹
介
頂
け
る
こ
と

に
な
っ
た
▼
奈
良
県
の
吉
野

で
生
ま
れ
育
っ
た
石
橋
氏
は

復
員
後
、
１
９
５
５
年
大
阪

市
に
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
を
創

業
。
社
名
は
「
大
い
な
る
和

を
も
っ
て
経
営
に
あ
た
り
た

い
」と
い
う
意
味
を
込
め
た
。

住
宅
メ
ー
カ
ー
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
が
祖
業
は
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
の
発
明
に
よ
る
倉
庫

業
。
今
ま
さ
に
物
流
施
設
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
脚

光
を
浴
び
て
い
る
成
長
分
野

だ
。
さ
ら
に
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

に
視
線
を
向
け
た
ア
メ
リ
カ

で
は
い
ち
早
く
サ
ン
ノ
ゼ
で

住
宅
開
発
を
進
め
た
▼
創
業

後
７０
年
で
年
商
５
兆
円
超
え

を
達
成
し
た
大
和
ハ
ウ
ス
グ

ル
ー
プ
の
急
成
長
は
、
石
橋

氏
の
築
い
た
企
業
理
念
を
受

け
継
い
で
き
た
証
だ
ろ
う
▼

同
氏
は
、
社
会
課
題
の
解
決

に
加
え
地
方
活
性
化
に
も
力

を
注
い
だ
。
変
化
の
激
し
い

今
、
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
す

る
姿
勢
や
自
助
努
力
は
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育

の
原
点
だ
。
石
橋
氏
が
自
ら

示
し
た
先
見
性
や
創
意
工
夫

は
最
適
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

だ
。

（
西
・
東
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

大阪企業家ミュージアム特別展示
�夢を求めて走れ�大和ハウス工業創業
者 石橋信夫から受け継がれるＤＮＡ�

日日
アア
セセ
アア
ンン
若若
手手
起起
業業
家家
がが
交交
流流

税
制
改
正
を
要
望

西
村
委
員
長
が
直
接
働
き
か
け

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
め
ざ
し
初
開
催

万
博
大
阪
パ
ビ
リ
オ
ン
推
進
委
員
会
の
委
員
総
会

鳥
井
会
頭
�
万
博
の
効
果
を
さ
ら
な
る
発
展
に
�

な
に
わ
な
ん
で
も
大
阪
チ
ャ
レ
ン
ジ

ｖ
ｏ
ｌ
�９

来
年
１
月
５
日
ま
で
実
施

▼詳細は
こちら

シンポジウム

�小さくても勝てる�

２０万人が祝福阪神タイガース
優勝記念パレード

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

https���www.osaka.cci.or.jp�
dnews�
ログインＩＤ d2025

ＷＥＢ版
大商ニュース

鳥
井
会
頭

変
革
の
火
燃
や
し
続
け
る

万
博
挑
戦
者

企
業
成
長
へ
意
見
交
わ
す

２０２５年（令和７年）１２月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３８９（１）



会員情報会員情報会員情報会員情報
初めまして！
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セミナー・イベント 

大商検定
6944・6430検定担当

日商ネット試験
検定情報ダイヤル ☎050・5541・8600

検定試験　受験対策講座 
検定担当　16944・6430

◆ＡＩ活用入門オンラインセミナ
ー【オンラインセミナー】
ＡＩ分野においてＳＮＳフォロ

ワー数日本トップクラスを誇るＭ
ｉｃｈｉｋｕｓａ代表取締役でデ
ジタルハリウッド大学特任准教授
のｕｓｕｔａｋｕ（臼井拓水）氏
が、「どうＡＩを活用し、使いこな
せば良いのか分からない」「海外企
業とのコミュニケーションにＡＩ
を活用したい」といった方を対象
に、最新のＡＩ活用方法について
分かりやすく解説する。
日 時 １２月１８日１５：００

～１６：００
問合せ 国際部

�６９４４・６４００

◆メンタルヘルス・マネジメント
検定
試験日 来年３月１５日
申込み 来年１月２３日～２月５日

（コンビニ店頭決済は同
２月１日まで）
※団体受付：来年１月６
～１６日

受講料 �種（ラインケアコース）
７，４８０円

�種（セルフケアコース）
５，２８０円

◆リテールマーケティング（販売
士）検定
マーケティング知識を活かした

販売促進企画の立案や売場づく
り、接客の技術、在庫管理など実
践的な専門知識を身につ
ける。大阪市内のテスト
センターなどで随時受験
可能。
◆日商簿記２、３級
簿記は、企業の経営活動を記録

・計算・整理して、経営成績と財
政状態を明らかにする技能。
年３回（６月、１１月、２月）の

ペーパーで行う「統一試験方式」
に加えて、２級と３級は
ネット試験方式（ＣＢＴ
方式）による試験を実
施。
◆日商ＰＣ検定
企業実務における文書作成や表

計算などのアプリケーションソフ
トの利活用能力、ＩＴの利活用に
資する知識・スキルを判
定。試験の種類は「文書
作成」「データ活用」「プ
レゼン資料作成」。
◆電子会計実務検定

簿記の理論・知識をもとに、会
計ソフトから得られる会計情報を
分析・活用し、経営に役
立てる能力を判定する。
試験には会計ソフトを使
用。
◆日商プログラミング検定
情報技術の基盤となるプログラ

ミングスキルに４つのレベルを設
定して能力を問う。
試験内容はプログラミ

ングに関するものに限
定。

◆メンタルヘルス・マネジメント
検定受験対策ＷＥＢ講座【オンデ
マンド配信】
◎�種（ラインケアコース）
開講期間 来年３月１６日まで（約

６時間、視聴可能期間
は８週間）

◎�種（セルフケアコース）

開講期間 来年３月１６日まで（約
５時間、視聴
可能期間は６
週間）

◆ビジネス会計検定２級受験対策
WEB講座【オンデマンド配信】
公式テキスト２級（第６版）の

内容を、２０講座に分けて解説。２１
講座目には第３４回試験の総合問題
演習・解説を実施。
開講期間 来年３月２７日まで�視

聴可能期間１６
週間、全２１講
座（約９時
間）�

◆ビジネス会計検定３級受験対策
WEB講座【オンデマンド配信】
公式テキスト３級（第５版）の

内容を、１６講座に分けて解説。１７、
１８講座目には第３４回試験の総合問
題演習・解説を実施。
開講期間 来年３月２７日まで�視

聴可能期間１２
週間、全１８講
座（約８．５時
間）�

大
阪
商
工
会
議
所
は
来
年

２
月
１３
日
、
ビ
ジ
ネ
ス
講
演

会
「
和
食
外
食
チ
ェ
ー
ン
Ｓ

Ｒ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社

長
に
学
ぶ
経
営
戦
略
」
を
開

く
。和

食
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト

ラ
ン
「
和
食
さ
と
」
を
は
じ

め
、グ
ル
メ
回
転
寿
司
の「
に

ぎ
り
長
次
郎
」
な
ど
、
数
々

の
和
食
外
食
チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ

ン
ド
を
有
し
、
関
西
地
域
を

中
心
に
、
国
内
外
で
約
７
８

０
の
店
舗
を
展
開
し
て
い
る

Ｓ
Ｒ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
重
里
政
彦
社
長
が
、
同
社

が
成
長
を
続
け
て
い
く
た
め

の
「
経
営
戦
略
」
な
ど
に
つ

い
て
講
演
す
る
。

午
後
３
時
３０
分
〜
４
時
３０

分
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
７
７

大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月

１９
日
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
現

状
や
海
外
企
業
と
の
連
携
に

お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す

る
「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
事
情
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

日
本
最
大
級
の
中
国
テ
ッ

ク
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
専
門

の
メ
デ
ィ
ア
を
運
営
す
る

36K
r
Japan

が
、
先
進

的
な
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
有

す
る
ア
ジ
ア
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
が
創
り
出
す
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
例
に
つ
い
て
紹
介

し
、
日
本
企
業
が
海
外
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
と
連
携
し
、
成

長
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
解
説
す
る
。

事
例
紹
介
で
は
、
海
外
企

業
と
の
連
携
を
進
め
る
東
洋

ア
ル
ミ
エ
コ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ

が
、
海
外
企
業
と
の
連
携
に

際
し
て
準
備
し
た
こ
と
や
連

携
後
に
気
づ
い
た
点
、
良
好

な
関
係
を
構
築
す
る
上
で
の

留
意
点
な
ど
を
具
体
的
な
事

例
を
交
え
て
紹
介
す
る
。

午
後
３
〜
５
時
、
大
商
ま

た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大阪商工会議所は、財務諸表
に関する知識や分析力を養う
「ビジネス会計検定試験」の受
験申し込みを、来年１月９日か
ら２９日まで受け付ける（団体受
付：１２月１７日～来年１月７
日）。
同検定は、貸借対照表や損益

計算書などの財務諸表を通じて
企業の経営状況を把握すること
を目的とし、財務・経理だけで
なく営業担当者や管理職、経営

者のスキルアップにも役立つ。
団体受験した企業の人事部長

は「財務諸表を読む力を身につ
け、数字でものを考える力を養
ってほしい」と期待する。同企
業では内定者研修や従業員教
育、昇進要件の一つとして同検
定を導入している。
試験日は来年３月８

日。
問合せ 検定担当

�６９４４・６４３０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
来

年
１
月
６
〜
９
日
に
米
国
・

ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
開
か
れ
る
世

界
最
大
級
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

展
示
会【
Ｃ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
６
】

に
あ
わ
せ
、
同
７
日
に
「
Ｃ

Ｅ
Ｓ
現
地
視
察
ツ
ア
ー
」
を

開
催
す
る
。

同
ツ
ア
ー
で
は
、
出
展
者

数
４
５
０
０
社
、
来
場
者
１４

万
人
超
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ
会
場
で
、

Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど

最
先
端
技
術
が
集
ま
る
注
目

エ
リ
ア
を
効
率
的
に
視
察
で

き
る
。ま
た
、Ｉ
Ｔ
Ｐ
Ｃ
の
潮

尚
之
代
表
が
、
各
展
示
エ
リ

ア
の
見
ど
こ
ろ
や
各
国
パ
ビ

リ
オ
ン
の
特
徴
、
最
新
ト
レ

ン
ド
を
現
地
で
解
説
す
る
。

さ
ら
に
、
大
商
と
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ヴ
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が

出
展
す
る
、
日
本
企
業
に
よ

る
パ
ビ
リ
オ
ン
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
」で
、
出
展
企

業
の
展
示
や
ピ
ッ
チ
見
学
、

出
展
者
と
の
交
流
も
可
能
。

海
外
展
示
会
出
展
を
検
討
中

の
企
業
に
と
っ
て
、
実
践
的

な
学
び
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
の
機
会
と
な
る
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

重里政彦氏

大阪商工会議所は、日本容器
包装リサイクル協会の委託を受
け、容器包装のリサイクルに関
する相談と令和８年度再商品化
委託申し込みの受け付けを開始
した。
容器包装リサイクル法によ

り、家庭から排出される容器包
装廃棄物について、�「容器」
「包装」を利用して中身を販売
する事業者�「容器」を製造す

る事業者�「容器」および「容
器」「包装」がついた商品を輸入
し販売する事業者は、「特定事業
者」として再商品化（リサイク
ル）が義務付けられている（一
定規模以下の事業者を除く）。
再商品化の委託申し込み受け

付けは来年６月末ま
で。
問合せ 経営相談室

�６９４４・６４７２

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
チ

ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
第
１０
回

を
来
年
１
月
２８
〜
２
月
１１

日
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信

す
る
。

今
回
は
、
顧
客
の
心
理
・

行
動
を
理
解
す
る
た
め
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ

の
手
法
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

・
リ
サ
ー
チ
の
基
本
を
確
認

し
た
後
、
顧
客
の
心
理
を
探

る
手
法
を
顧
客
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
測
定
を
例
に
説
明

す
る
。
次
に
、
顧
客
の
過
去

の
購
買
履
歴
に
基
づ
き
、
将

来
の
行
動
を
探
る
顧
客
関
係

管
理
の
手
法
と
し
て
Ｒ
Ｆ
Ｍ

Ｃ
分
析
を
説
明
。
最
後
に
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
付

け
の
参
考
と
な
る
ウ
ェ
ブ
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
や
り
方
を

説
明
す
る
。

講
師
は
大
阪
公
立
大
学
商

学
部
の
中
山
雄
司
教
授
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
明
治
以
降
、
大
阪
を

舞
台
に
活
躍
し
た
１
０
５
人

の
企
業
家
の
高
い
志
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
な
ど
の
「
企
業

家
精
神
」
を
伝
え
る
施
設
。

大
阪
商
工
会
議
所
の
会
員

企
業
の
社
員
・
家
族
な
ど
を

対
象
に
、
自
社
の
創
立
・
創

業
記
念
日
の
週
に
同
施
設
を

見
学
で
き
る
機
会
を
提
供
し

て
お
り
、
社
員
の
士
気
向
上

の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
。

利
用
者
か
ら
は
「
期
間
中

は
無
料
で
見
学
で
き
る
」
と

喜
ば
れ
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

２
０
１
９
年
に
新
卒
１
期
生
と
し
て
入

社
。
入
社
後
は
技
術
営
業
チ
ー
ム
の
事
務

職
を
経
て
技
術
開
発
チ
ー
ム
に
異
動
し
、

製
品
の
出
荷
台
数
が
倍
増
す
る
中
で
業
務

改
善
に
取
り
組
ん
だ
。
独
自
の
視
点
で
、

業
務
手
順
の
見
直
し
に
よ
り
業
務
の
ム
ダ

を
発
見
、
エ
ク
セ
ル
関
数
を
活
用
し
た
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
改
訂
を
行
う
な
ど
、
工
数
を

５０
％
削
減
し
組
織
の
効
率
化
に
貢
献
。
採

用
活
動
に
も
携
わ
り
、
学
生
や
若
年
層
を

対
象
に
企
業
イ
メ
ー
ジ
向
上
と
若
手
目
線

の
Ｐ
Ｒ
を
展
開
。
そ
の
結
果
、
２０
代
社
員

比
率
を
１０
％
か
ら
３０
％
に
、
５
年
間
で
全

体
社
員
数
を
１
・
５
倍
に
増
加
さ
せ
た
。

２２
年
、
若
手
社
員
の
急
増
と
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
背

景
に
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
と
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
に
課
題
を
感
じ
、
若
手

専
用
の
「
ル
ー
キ
ー
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上

げ
た
。
若
手
が
意
見
を
交
わ
し
合
い
、
働

き
や
す
い
環
境
を
自
ら
つ
く
る
こ
と
を
目

的
に
、
社
内
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
情
報
共

有
の
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手
。「
情
報
交
換

日
記
」
や
「
社
内
報
」
を
提
案
し
、
世
代

を
超
え
た
交
流
を
促
進
し
た
。
活
動
を
通

じ
て
若
手
の
主
体
性
が
高
ま
り
、
職
場
に

一
体
感
と
活
気
が
生
ま
れ
、
定
着
率
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
た
。

２４
年
度
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
受
賞
。
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
若
き
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
大
阪

府
内
の
中
小
企
業
や
創
業
希

望
者
を
対
象
に
、
弁
護
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、税
理
士
、

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
専
門

家
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
（
表
）。

取
引
先
や
顧
客
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
契
約
や
取
引
条
件
、

債
権
回
収
、
新
事
業
立
案
、

「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」

「
事
業
承
継
・
Ｍ
＆
Ａ
補
助

金
」
等
の
申
請
、
創
業
計
画

策
定
、販
路
開
拓
の
進
め
方
、

融
資
、
借
入
金
の
返
済
条
件

の
見
直
し
、
金
融
機
関
へ
の

対
応
、
下
請
法
改
正
へ
の
対

応
な
ど
、
経
営
者
の
立
場
に

立
ち
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。

相
談
は
面
談
・
電
話
と
も

可
。
大
阪
府
の
補
助
金
を
受

け
て
実
施
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

�事業の成長をお助けしています

ロナテクノロジーズ�
�０８０・３８２３・６７４５

初めまして、ロナテクノロジーズの北
郷と申します。これまでAmazonやシリ
コンバレーのスタートアップで働いてま
いりました。AI時代の新規事
業開発、システム開発などを
通じて、事業の成長をお助け
しています。

�放射線利用総合シンポジウム

（一社）大阪ニュークリアサイエンス協会
�０６・６２８２・３３５０

放射線の様々な分野にお
ける最先端の話題を、各分
野の専門家が解説します。
２０２６年１月２６日（月）１０：

００～１７：００。講演の詳細は
QRコードまで。

２０２５年度 専門相談
時間

午後２～４時

午前９時３０分～正午

午後１～４時

午前１０時～正午、
午後１～４時

午後１～５時

午後１～５時

午後１～５時

午前９時～正午、
午後１～５時

午前１０時～正午

午前９時～正午、
午後１～５時

日時、場所は調整のうえお知らせします

・�相談回数�◎印の分野は、それぞれ１年度につき５回ま
で。☆印の分野は、当該分野間をまたいで１年度につき合
計５回まで。

曜日

月～金曜日

火・水・木曜日

月・金曜日

月～金曜日

水曜日

第２・４週木曜日

第２・４週火曜日

火・木曜日

第１木曜日

月～金曜日

分野

◎法律

◎人事労務・メンタルヘルス対策

◎経理・会計、税務

☆新事業開発・経営力向
上、創業

☆ＩＴ（情報技術）

☆ものづくり・技術

☆営業・マーケティング

金融

下請法、独占禁止法

取引先開拓マッチング

知的財産
（特許、商標、意匠など）

顧客の心理・行動を探る
マーケティング
リサーチ入門

和
食
外
食
チ
ェ
ー
ン
の
Ｓ
Ｒ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

重
里
社
長
が
経
営
戦
略
語
る

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

海外企業との連携に

ポイントを解説

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

創
立
・
創
業
記
念
に

施
設
見
学
の
機
会

検定試験の
最新情報は
こちらから

▼詳細は
こちら

ビビジジネネスス会会計計検検定定試試験験１１～～３３級級

▼詳細は
こちら

世
代
を
超
え
た
交
流
を
促
進

＜７３＞

女性リーダーたち活躍する

田中 瀬吏捺 さん

クリーン・テクノロジー 技術開発チーム

専
門
家
に
よ
る

相
談
窓
口
開
設

試 験 日 は
来年３月８日

容容 器器 包包 装装 リリ ササ イイ クク ルル 委委託託申申しし込込みみ
受受けけ付付けけ開開始始

ＣＥＳ２０２６
米国ラスベガス

最
先
端
技
術
エ
リ
ア
を

現
地
視
察
で
き
る
機
会

（２）２０２５年（令和７年）１２月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８９



大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp
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業 務 引 継 マ ニ ュ ア ル 作 成 講 座業 務 引 継 マ ニ ュ ア ル 作 成 講 座業 務 引 継 マ ニ ュ ア ル 作 成 講 座業 務 引 継 マ ニ ュ ア ル 作 成 講 座
脱 職 人 気 質 ・ 脱 属 人 化 を 徹 底 ！脱 職 人 気 質 ・ 脱 属 人 化 を 徹 底 ！脱 職 人 気 質 ・ 脱 属 人 化 を 徹 底 ！脱 職 人 気 質 ・ 脱 属 人 化 を 徹 底 ！

１ 年 目 社 員 の た め の 総 仕 上 げ 講 座１ 年 目 社 員 の た め の 総 仕 上 げ 講 座１ 年 目 社 員 の た め の 総 仕 上 げ 講 座１ 年 目 社 員 の た め の 総 仕 上 げ 講 座
１年を総復習し、自ら考え行動できる社員を目指す！

社会人としての意識・マナー・仕事の進め方を半日で習得！社会人としての意識・マナー・仕事の進め方を半日で習得！社会人としての意識・マナー・仕事の進め方を半日で習得！社会人としての意識・マナー・仕事の進め方を半日で習得！
新 入 社 員 基 礎 講 座新 入 社 員 基 礎 講 座新 入 社 員 基 礎 講 座新 入 社 員 基 礎 講 座

新入社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入社員ビジネスマナー１日【集中】講座
社会人としての基本となる「ビジネスマナー」を１日かけて徹底指導！社会人としての基本となる「ビジネスマナー」を１日かけて徹底指導！社会人としての基本となる「ビジネスマナー」を１日かけて徹底指導！

社会人に不可欠なビジネスマナーとスキルを徹底習得社会人に不可欠なビジネスマナーとスキルを徹底習得社会人に不可欠なビジネスマナーとスキルを徹底習得社会人に不可欠なビジネスマナーとスキルを徹底習得
新入社員ビジネスマナー２日間【徹底】講座新入社員ビジネスマナー２日間【徹底】講座新入社員ビジネスマナー２日間【徹底】講座新入社員ビジネスマナー２日間【徹底】講座
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成果を出すためのビジネスプレゼン入門講座成果を出すためのビジネスプレゼン入門講座成果を出すためのビジネスプレゼン入門講座成果を出すためのビジネスプレゼン入門講座
社会人として必須のビジネスプレゼンスキルをマスターする！社会人として必須のビジネスプレゼンスキルをマスターする！社会人として必須のビジネスプレゼンスキルをマスターする！社会人として必須のビジネスプレゼンスキルをマスターする！���������������������������������
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労働・社会保険実務の基礎講座　入門編労働・社会保険実務の基礎講座　入門編労働・社会保険実務の基礎講座　入門編労働・社会保険実務の基礎講座　入門編
初めて労働・社会保険を担当する新人・新任担当者向け！初めて労働・社会保険を担当する新人・新任担当者向け！初めて労働・社会保険を担当する新人・新任担当者向け！

営業担当者として身につけるべき基本スキルを徹底指導営業担当者として身につけるべき基本スキルを徹底指導営業担当者として身につけるべき基本スキルを徹底指導営業担当者として身につけるべき基本スキルを徹底指導
営業マナーと営業基礎力養成セミナー営業マナーと営業基礎力養成セミナー営業マナーと営業基礎力養成セミナー営業マナーと営業基礎力養成セミナー

大阪商工会議所は、「新入社員
基礎講座」を開催する。
第１部では相良暁・大商副会

頭が新入社員へ期待を込めエー
ルを送る。第２部では社会人と
しての役割や心構え、自立型社
員になるための考え方を学ぶ。
さらに第３部では、すぐに役立
つ名刺交換や電話応対などのビ
ジネスマナー、仕事の進め方、
コミュニケーションなどのポイ

ントを習得す
る。
対象は新入社

員、入社間もな
い若手社員の方
で、引率者の聴
講も可能。

来年４月２日午後１
～５時。

大阪商工会議所は、「業務引継
マニュアル作成講座」を開催す
る。
職人気質を脱し、「自分とは異

なる存在である他人に情報を伝
える」という点に力点を置き、
業務引継マニュアル作成のステ
ップとポイント、スケジュール
の立て方、同僚や先輩の巻き込
み方、効率的な作成方法などを
学ぶ。

受講者にはマ
ニュアル作成の
雛型ファイルも
お渡しする。
講師は、ビジ

ネスプラスサポ
ートの

森田圭美人財育成プロ
デューサー。来年３月
６日午後１～５時。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

１８
日
、
２
０
２
５
年
度
優
良

商
工
従
業
員
表
彰
式
典
を
盛

大
に
挙
行
し
た
。

同
表
彰
は
、
会
員
企
業
・

団
体
で
業
績
向
上
に
貢
献
し

た
従
業
員
の
労
に
報
い
る
と

と
も
に
、
一
層
の
士
気
向
上

と
組
織
活
性
化
を
図
る
目
的

で
１
９
７
０
年
に
開
始
さ
れ

た
も
の
。
表
彰
は
、
満
２５
年

以
上
勤
務
し
、
業
績
向
上
に

貢
献
さ
れ
た
従
業
員
を
表
彰

す
る
「
永
年
勤
続
優
良
従
業

員
表
彰
」、満
１０
年
以
上
勤
続

す
る
従
業
員
を
表
彰
す
る

「
中
堅
優
良
従
業
員
表
彰
」、

満
３
年
以
上
勤
務
し
、
前
年

度
に
社
内
で
最
も
高
い
評
価

を
受
け
た
従
業
員
を
表
彰
す

る
「
年
度
最
優
秀
従
業
員
表

彰
」
の
３
種
類
。
表
彰
制
度

創
設
以
来
の
被
表
彰
者
総
数

は
２
万
１
７
４
６
人
に
上

る
。表

彰
式
で
は
、
大
商
の
鳥

井
信
吾
会
頭
が
式
辞
を
述

べ
、
受
賞
者
の
長
年
に
わ
た

る
真
摯
な
努
力
、
ま
た
多
く

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
社
業

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た

こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
。
さ

ら
に
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
に
怯
む
こ

と
な
く
、
勇
気
と
知
恵
と
素

直
な
心
で
新
た
な
夢
に
向
け

て
挑
戦
し
続
け
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
後
輩
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
後
押
し
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
激
励
し
た
。

続
い
て
、
大
商
の
長
谷
川

惠
一
人
材
育
成
委
員
長
（
エ

ー
ル
学
園
総
長
）
か
ら
審
査

経
過
に
関
す
る
報
告
が
あ

り
、
永
年
勤
続
９６
人
、
中
堅

優
良
５６
人
、
年
度
最
優
秀
４４

人
の
計
１
９
６
人
が
栄
え
あ

る
表
彰
を
受
け
た
。

最
後
に
被
表
彰
者
を
代
表

し
て
、
コ
ス
モ
テ
キ
ス
タ
イ

ル
の
藤
野
禎
史
氏
が
「
支
え

て
く
れ
た
周
り
の
方
々
に
心

か
ら
あ
り
が
と
う
と
言
い
た

い
。
こ
れ
を
励
み
に
、
ま
た

『
新
人
』
の
気
持
ち
で
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
、
式
典
を
締
め
く
く
っ

た
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

２
１

相良暁氏

森田圭美氏

大阪商工会議所は、「新入社員
ビジネスマナー１日【集中】講
座」を開催する。
同講座では、社会人としての

基礎となる心構えや、組織にお
いて求められる役割・行動を学
び、ビジネスマナーの重要性に
ついて理解を深め、言葉遣い、
来客応対・訪問、電話応対など、
実践演習を通じて基本マナーを
身につけ実践できるよう指導す

る。
講師はビジネ

スプラスサポー
トの川勝愛人財
育成プロデュー
サー。来年４月
３、７、１０、１５、

２３日、５月８日、いず
れも午前１０時～午後５
時。

大阪商工会議所は、「１年目社
員のための総仕上げ講座」を開
催する。
同講座では、改めて学びたい

ビジネスマナーの疑問や困った
ことを洗い出し解決を図る。ま
た、職場の良好な人間関係を築
き、生産性の高い仕事を実現す
るために、「報・連・相」の重要
性と後輩指導、育成のポイント

を学ぶ。
講師は、ビジ

ネスプラスサポ
ートの竹内真佐
子人材育成プロ
デューサー。来
年３月

１１日午前１０時～午後５
時。

川勝愛氏

永
年
勤
続

優
良
従
業
員

優
良
技
術
部
門

２４
人

東
信
昭
、
壹
岐
真
琴
、
奥
井

康
己
、
川
	
達
哉
、
小
谷
純

弘
、
後
藤
禎
之
、
竹
田
力
、

玉
置
肇
、
田
村
泰
幸
、
豊
田

和
明
、
中
野
信
志
、
中
村
隆

之
、
橋
本
真
一
、
橋
本
恭
行
、

兵
頭
美
栄
、
堀
真
通
、
松
村

貴
紀
、
村
田
英
樹
、
森
本
博

人
、
安
田
正
宏
、
山
北
祐
一

郎
、
山
口
忠
之
、
吉
田
正
則
、

吉
原
敬
博

優
良
創
造
部
門

１７
人

井
出
悦
子
、
上
野
英
三
、
塩

谷
大
地
、
大
西
博
司
、
岡
田

明
子
、
小
澤
賢
二
、
神
永
眞
、

坂
上
文
広
、
高
木
慎
、
竹
澤

亜
紀
、
中
川
悦
子
、
中
澤
利

浩
、
西
垣
啓
輔
、
能
勢
弘
樹
、

畠
山
治
樹
、
山
中
貴
郎
、
渡

邉
謙
一

優
良
指
導
部
門

２０
人

和
泉
真
一
、
上
田
孝
治
、
小

畑
一
成
、
加
藤
博
規
、
門
川

朋
香
、
河
野
義
人
、
越
尾
裕

之
、
小
西
裕
一
、
沢
田
英
康
、

高
野
竹
生
、
武
宮
義
将
、
田

辺
貴
代
美
、
塚
本
祐
仁
、
寺

田
修
二
、
中
川
治
、
細
見
昭

浩
、
牧
岡
義
正
、
松
田
秀
、

峯
園
浩
、
山
	
優
一

優
良
行
動
部
門

３５
人

岩
戸
雅
典
、
上
田
学
、
浮
田

英
生
、
岡
崎
正
彦
、
岡
野
充

男
、
鍛
示
恭
斉
、
川
野
博
紀
、

源
野
忠
、
坂
彰
、
澤
村
直
美
、

椎
木
一
、
清
水
康
宏
、
杉
之

原
一
晃
、
杉
原
健
史
、
瀬
戸

田
浩
一
、
高
山
学
、
田
村
早

苗
、
千
守
基
恵
、
槻
並
靖
英
、

冨
尾
規
敬
、
中
田
幸
起
、
永

吉
弘
昌
、
西
浦
忠
行
、
西
山

高
弘
、
長
谷
一
幸
、
長
谷
川

雅
代
、
藤
中
康
司
、
藤
野
禎

史
、
古
谷
嘉
啓
、
別
府
久
朋
、

松
井
健
、
光
吉
寛
修
、
南
貴

裕
、
三
宅
祐
司
、
森
正
彦

竹内真佐子氏

大阪商工会議所は、「新入社員
ビジネスマナー２日間【徹底】
講座」を開催する。
新入社員にとって、信頼感を

与える応対の仕方や好感の持て
る身だしなみを正しくマスター
することは非常に重要。
同講座では、社会人としての

自覚、顧客応対の基本・礼儀作

法などのビジネスマナーと報告
・連絡・相談をはじめ、社会人
としての行動規範を２日間で徹
底体得する。
講師は、マネジメントサポー

ト専属講師。来年４月
６～７日、９～１０日の
２回開催。両日午前１０
時～午後５時。

大阪商工会議所は、「営業マナ
ーと営業基礎力養成セミナー」
を開催する。
同講座では、新人・若手営業

担当者を対象に、プロとしての
意識付けをはじめ、トップセー
ルスが必ず身につけている営業
マナーや商談の基本スキル、営
業における効率の良い仕事の進

め方について詳しく解説する。
「営業の基本やお客様との接

し方を学べた」「明日からでもで
きることを山ほど知れた」など
の声が寄せられている。
講師は、ＥＭＩコン

サルティングの福井充
雄代表。来年４月１６日
午前１０時～午後５時。

中
堅
優
良

従
業
員

５６
人

赤
池
祐
一
、
朝
倉
裕
樹
、
池

内
勇
太
、
池
田
早
紀
、
稲
葉

達
也
、
井
上
杉
生
、
植
田
繁

雄
、
植
松
聖
史
、
内
海
か
お

り
、
太
田
智
士
、
大
谷
真
代
、

岡
崎
暢
宏
、
岡
地
香
、
嘉
数

宏
子
、
賀
川
豊
一
、
木
田
昌

仁
、
木
村
誠
、
楠
井
裕
志
、

栗
脇
幸
也
、
坂
本
太
地
、
阪

本
侑
亮
、
沢
良
祐
、
島
倉
克

佳
、
田
坂
舞
、
田
中
美
樹
、

田
中
安
則
、
谷
川
修
平
、
谷

口
維
臣
、
徳
永
広
、
徳
久
雅

張
、
鳥
羽
慎
一
郎
、
中
上
智

香
子
、
中
園
翼
、
西
裕
一
郎
、

信
岡
絵
里
奈
、
橋
本
弘
国
、

初
岡
秀
昭
、
早
川
麻
琴
、
原

中
康
博
、
東
出
悠
子
、
廣
田

拓
典
、
福
武
秀
勝
、
藤
野
泰

光
、
増
田
政
広
、
松
田
茂
敬
、

松
本
浩
明
、
南
川
和
俊
、
村

上
泰
勇
、
村
上
直
弥
、
村
田

成
徳
、
村
田
雅
之
、
森
浩
治
、

山
口
由
季
、
山
下
翔
太
郎
、

山
本
真
弓
、
雪
本
至

大阪商工会議所は、「成果を出
すためのビジネスプレゼン入門
講座」を開催する。
提案の採用や販路拡大を達成

するためには社内外でのプレゼ
ンの成功が必要不可欠で、利益
や企業・人材の成長に直結する。
同講座では、論理的な構成の

組み立て方、資料作成のポイン

ト、伝える声・表情・ジェスチ
ャーのコツまで、実務に必要な
スキルを豊富な演習を通して習
得する。
講師は、日本プレゼンテーシ

ョン教育協会の西原猛
代表理事。来年４月１４
日午前１０時～午後５
時。

大阪商工会議所は「労働・社
会保険実務の基礎講座 入門
編」を開催する。
労働社会保険の実務の前提と

なる様々な「基本用語」や労働
・社会保険制度の「仕組み」に
関する知識から基礎実務の概要
まで、労働・社会保険の「基礎」

を分かりやすく解説する。
講師は升谷社労士事務所の升

谷浩樹所長。来年４月８日午後
１～５時。オンライン受講可。
来年５月１４、２１日に開
講する�実践編�との
２講座受講も。

年
度
最
優
秀

従
業
員

総
務
・
管
理
部
門

１４
人

安
藤
颯
夏
、
今
津
果
歩
、
大

塚
力
哉
、
乙
須
正
樹
、
堅
多

裕
美
、
北
浦
あ
さ
な
、
小
西

由
利
子
、
角
南
博
子
、
玉
井

千
陽
、
中
井
阿
里
沙
、
間
野

典
子
、
丸
山
由
華
子
、
三
浦

加
織
、
山
根
千
尋

販
売
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
２１
人

飯
田
紗
也
、
糸
井
川
莉
奈
、

小
川
凌
平
、カ
ル
キ
ビ
ビ
サ
、

清
澤
佳
介
、
佐
久
間
鉄
也
、

櫻
井
篤
史
、
島
竜
之
介
、
白

石
愛
、
鈴
木
慶
子
、
中
浩
一
、

長
澤
友
貴
、
橋
本
悠
子
、
福

島
大
樹
、
佛
淵
隼
次
、
本
田

孝
、
松
田
美
咲
、
元
上
真
希
、

山
田
直
樹
、
山
本
貴
志
、
若

木
仁

製
造
・
技
術
部
門

９
人

榎
本
拓
也
、
下
戸
優
樹
、
喜

来
健
史
、
坂
倉
俊
博
、
田
内

大
輔
、
堂
後
真
也
、
森
田
一

輝
、
山
田
裕
介
、
米
川
誠
真

（
氏
名
五
十
音
順・

敬
称
略
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ソ
フ
ト
「
Ｐ
ｈ

ｏ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
基
本
講

座
」
を
開
催
す
る
。

同
講
座
で
は
、
定
番
の
画

像
加
工
ソ
フ
ト
で
あ
る
Ｐ
ｈ

ｏ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
の
基
本
操

作
を
１
日
で
学
ぶ
。
画
像
解

像
度
、
カ
ラ
ー
モ
ー
ド
、
保

存
形
式
な
ど
の
画
像
フ
ァ
イ

ル
に
関
す
る
一
般
的
な
用
語

を
解
説
し
、
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｓ

ｈ
ｏ
ｐ
に
よ
る
画
像
合
成
、

色
調
補
正
、
画
像
の
切
り
抜

き
、
レ
タ
ッ
チ
の
基
本
を
身

に
つ
け
る
（
Ｐ
Ｃ
・
ソ
フ
ト

は
会
場
で
用
意
）。

講
師
は
Ｔ
ｏ
ｏ
専
属
講

師
。
来
年
１
月
９
日
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時
、
江
戸
堀
ヤ

タ
ニ
ビ
ル
（
大
阪
市
西
区
）

で
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ソ
フ
ト
「
Ｉ
ｌ

ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
基
本

講
座
」
を
開
催
す
る
。

「
Ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ

ｏ
ｒ
」
は
、
一
歩
進
ん
だ
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
制
作
物

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
講
座
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
サ
ン
プ
ル
に
し
て
、
台

紙
作
成
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
作

成
、
文
字
作
成
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
Ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ

ａ
ｔ
ｏ
ｒ
の
「
ル
ー
ル
」
と

基
本
的
な
操
作
を
身
に
つ
け

る
（
Ｐ
Ｃ
・
ソ
フ
ト
は
会
場

で
用
意
）。

講
師
は
Ｔ
ｏ
ｏ
専
属
講

師
。
来
年
１
月
１５
日
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時
、
江
戸
堀
ヤ

タ
ニ
ビ
ル
（
大
阪
市
西
区
）

で
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ソ
フ
ト
「
Ｉ
ｌ

ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
実
践

講
座
」
を
開
催
す
る
。

同
講
座
で
は
、
Ａ
４
の
チ

ラ
シ
を
作
成
し
な
が
ら
、
表

の
作
成
、
文
字
組
み
な
ど
の

効
率
ア
ッ
プ
に
必
須
の
機
能

を
マ
ス
タ
ー
す
る
。
商
業
印

刷
用
の
デ
ー
タ
を
作
成
す
る

際
の
ル
ー
ル
も
学
ぶ
（
Ｐ
Ｃ

・
ソ
フ
ト
は
会
場
で
用

意
）。講

師
は
Ｔ
ｏ
ｏ
専
属
講

師
。
来
年
１
月
２３
日
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時
、
江
戸
堀
ヤ

タ
ニ
ビ
ル
（
大
阪
市
西
区
）

で
。

真摯な努力と社業への貢献たたえる
優良商工従業員１９６人を表彰

永年勤続優良従業員表彰の被表彰者を代表し、大商の鳥井信
吾会頭（右から２人目）から表彰を受ける大阪信用金庫の田
辺貴代美氏（同３人目）�１１月１８日、大商・国際会議ホール

２０２６年１～４月開催の講座・研修

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
実
践
講
座

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
基
本
講
座

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
基
本
講
座

２０２５年（令和７年）１２月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８９（３）



バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
安

価
な
労
働
力
を
背
景
と
し
た

生
産
拠
点
、
中
間
層
を
中
心

に
成
長
す
る
国
内
市
場
、
豊

富
な
現
地
人
材
の
輩
出
地
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

こ
の
３
テ
ー
マ
の
実
情
を
把

握
す
る
た
め
、
企
業
や
政
府

機
関
を
訪
問
し
た
。

生
産
拠
点
視
察
で
は
、
日

系
企
業
や
政
府
機
関
、
有
力

な
工
業
団
地
な
ど
を
訪
問
。

同
国
へ
の
製
造
業
進
出
に
お

い
て
イ
ン
フ
ラ
面
や
手
続
き

上
の
課
題
な
ど
も
残
る
が
、

比
較
的
安
価
な
労
働
力
を
背

景
に
繊
維
産
業
が
集
積
す
る

ほ
か
、
政
府
が
裾
野
産
業
育

成
や
産
業
多
様
化
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
日
本
を
含
め
世

界
中
か
ら
製
造
業
が
進
出
し

始
め
る
な
ど
、
高
い
潜
在
力

が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
現
地
人
材
の
日
本

へ
の
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ

て
い
る
。
訪
問
し
た
ダ
ッ
カ

大
学
や
現
地
日
本
語
学
校
で

は
、
日
本
語
の
学
習
者
が
急

増
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
が

日
本
企
業
へ
の
就
職
な
ど
仕

事
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
同
地
で
オ
フ

シ
ョ
ア
事
業
を
展
開
す
る
Ｂ

Ｊ
Ｉ
Ｔ
社
が
Ｉ
Ｔ
人
材
の
活

用
で
業
績
を
伸
ば
す
な
ど
、

現
地
人
材
活
用
に
も
高
い
可

能
性
が
見
ら
れ
る
。

中
間
層
の
拡
大
に
伴
い
、

国
内
市
場
も
成
長
を
見
せ
て

い
る
。
若
者
が
多
い
人
口
構

成
も
あ
り
、
ヤ
マ
ハ
の
バ
イ

ク
の
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ

シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
例
が
見

ら
れ
る
ほ
か
、
高
級
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
は
今
後
日
本
製
品

・
食
品
へ
の
期
待
も
高
ま

る
。大

商
は
、
今
後
も
関
心
の

高
い
地
域
へ
の
情
報
提
供
と

し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
団

派
遣
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興

機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
大
阪
本
部
と
と
も
に
、
１１
月
９
〜
１４

日
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
（
ダ
ッ
カ
お
よ
び
近
郊
）
に
視
察

団
を
派
遣
し
た
。
団
長
は
、
大
商
の
森
島
弘
光
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
委
員
長（
丸
紅
執
行
役
員

大
阪
支
社
長
）、
ジ
ェ
ト

ロ
の
庄
秀
樹
大
阪
本
部
長
が
共
同
で
務
め
、
１０
社
・
機
関

か
ら
１０
人
が
参
加
し
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

１４
日
、
「
第
２９
回
買
い
ま
っ

せ
�
売
れ
筋
商
品
発
掘
市
」

を
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か

（
大
阪
市
中
央
区
）
で
開
催

し
た
。

こ
れ
は
大
手
流
通
業
の
バ

イ
ヤ
ー
ら
が
買
い
手
企
業
と

し
て
ブ
ー
ス
を
構
え
、
全
国

の
売
り
手
企
業
が
直
接
売
り

込
み
を
か
け
る
商
談
会
で
、

同
種
の
事
業
と
し
て
は
日
本

最
大
級
の
も
の
。

開
会
式
で
は
、
大
商
の
東

和
浩
副
会
頭
が
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に

は
、
大
商
か
ら
東
副
会
頭
と

山
本
博
史
流
通
活
性
化
委
員

長
（
小
倉
屋
山
本
社
長
）
が

臨
ん
だ
。

百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
、
通

販
、
生
協
、
専
門
店
な
ど
の

大
手
流
通
業
か
ら
買
い
手
企

業
と
し
て
過
去
最
多
８４
社
、

約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
売

り
込
み
に
応
じ
た
。
う
ち
初

参
加
企
業
は
６
社
。

売
り
手
企
業
は
６
２
０
社

９
１
１
人
が
参
加
し
、
商
談

件
数
は
５
４
６
０
件
に
上
っ

た
。売
り
手
企
業
か
ら
は「
普

段
商
談
を
す
る
こ
と
が
難
し

い
企
業
と
商
談
が
で
き
、
良

い
機
会
と
な
っ
た
」「
効
率
良

く
商
談
が
で
き
有
意
義
な
時

間
が
過
ご
せ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
買
い
手
企
業
か
ら

も
「
日
常
の
商
談
で
は
出
会

う
こ
と
の
な
か
っ
た
商
品
に

巡
り
合
え
た
」「
魅
力
的
な
企

業
が
多
か
っ
た
」
な
ど
前
向

き
な
コ
メ
ン
ト
が
聞
か
れ

た
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
４
０

「
み
な
み
フ
ェ
ス
２
０
２

５
」
が
１１
月
１５
、
１６
日
、
大

阪
市
中
央
区
で
開
か
れ
、
大

阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井
信
吾

会
頭
が
視
察
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
大
阪
ミ
ナ

ミ
の
玄
関
口
で
あ
る
な
ん
ば

広
場
で
、
大
阪
の
幅
広
い
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
楽
し

め
る
、
自
治
体
の
観
光
・
物

産
情
報
の
魅
力
発
信
を
行
う

お
祭
り
。
一
般
社
団
法
人
大

阪
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会

（
千
田
忠
司
代
表
理
事
）
が

主
催
、大
商
な
ど
が
後
援
し
、

２
０
１
０
年
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
る
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
キ
ッ
ズ
ダ

ン
ス
や
よ
さ
こ
い
、
上
方
舞

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に

は
様
々
な
ブ
ー
ス
が
登
場
。

特
設
の
ヨ
ル
ダ
ン
パ
ビ
リ
オ

ン
で
は
、
万
博
で
人
気
を
博

し
た
ヨ
ル
ダ
ン
の
砂
が
特
別

体
験
で
き
る
と
あ
っ
て
、
多

く
の
市
民
・
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

【
問
合
せ
】
中
央
支
部
�
６

９
４
４
・
６
４
３
３

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
あ
い
さ
つ
に
立

つ
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
�
１１
月
１５
日
、
大
阪

市
中
央
区

�開会式でテープカットに臨む大商の東和浩副会頭
（左から６人目）と山本博史流通活性化委員長（同５
人目）ら�大手流通業のバイヤーに売り手企業が熱心
に商品を売り込んだ�共に１１月１４日、マイドーム大阪
（大阪市中央区）

大
阪
商
工
会
議
所
東
支
部

（
支
部
長
�
有
光
幸
紀
・
有

光
工
業
会
長
）は
１１
月
１４
日
、

大
阪
市
生
野
区
役
所
と
包
括

的
地
域
振
興
連
携
協
定
を
締

結
し
た
。
区
役
所
と
大
商
の

支
部
と
の
協
定
締
結
は
３
例

目
（
い
ず
れ
も
東
支
部
）。

同
協
定
の
締
結
に
よ
り
、

生
野
区
に
お
け
る
も
の
づ
く

り
企
業
の
活
性
化
な
ど
の
地

域
振
興
分
野
で
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
広
報
体
制
な
ど

の
連
携
を
強
化
す
る
。

締
結
に
先
立
ち
、
大
阪
市

生
野
区
役
所
の
筋
原
章
博
区

長
は
、「（
今
回

の
）
協
定
を
通

じ
て
、
地
域
活

性
化
の
取
り
組

み
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

そ
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
。

有
光
東
支
部

長
は
、「（
今
回

の
）
協
定
を
通

じ
て
、
広
報
や

事
業
実
施
に
関

し
て
相
互
協
力

の
も
と
、
地
域
経
済
活
性
化

を
図
る
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
た
い
」
と
述
べ
た
。

大
商
は
、
同
協
定
に
も
と

づ
い
て
、
来
年
度
、「
も
の
づ

く
り
企
業
の
交
流
会
（
仮

称
）」
を
実
施
す
る
予
定
。

【
問
合
せ
】
東
支
部
�
６
３

５
８
・
６
１
１
１

記
念
撮
影
に
臨
む
大
商
の
有
光
幸
紀
東
支
部

長
（
中
央
右
）
と
筋
原
章
博
生
野
区
長
（
同

左
）。右
端
は
大
商
の
松
岡
誠
理
事
・
中
小
企

業
振
興
部
長
、
左
端
は
生
野
区
役
所
地
域
ま

ち
づ
く
り
課
の
木
村
均
課
長
�
１１
月
１４
日
、

大
阪
市
生
野
区
役
所
（
大
阪
市
生
野
区
）

�丸久の縫製工場を視察する大商の
森島弘光国際ビジネス委員長（左）
�１１月１０日�日本語を学ぶバングラ
デシュの若者の皆さん�同１１日�豊
富な品ぞろえでにぎわう現地の高級
スーパー�同１２日、いずれもバング
ラデシュ（ダッカおよび近郊）

大
阪
商
工
会
議
所
東
支
部

（
支
部
長
�
有
光
幸
紀
・
有

光
工
業
会
長
）
は
、
地
元
の

地
域
に
貢
献
す
る
企
業
と
地

域
活
動
協
議
会
な
ど
の
メ
ン

バ
ー
と
の
交
流
を
目
的
に

「
地
元
企
業
と
地
域
活
動
協

議
会
と
の
交
流
会
」
を
開
い

た（
写
真
）。
支
部
で
は
初
の

実
施
。

こ
の
交
流
会
は
参
加
企
業

が
「
自
社
の
強
み
は
何
か
、

社
会
貢
献
や
地
域
貢
献
に
ど

の
よ
う
貢
献
で
き
る
か
」
な

ど
、
自
社
概
要
や
活
動
内
容

の
紹
介
を
行
い
、
地
域
活
動

協
議
会
な
ど
の
活
動
を
知
る

こ
と
で
、
地
域
貢
献
の
可
能

性
に
つ
い
て
探
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

当
日
は
、
１
５
０
人
を
超

え
る
関
係
者
が
集
い
、
各
企

業
、
各
団
体
の
熱
の
こ
も
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
に
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
。

交
流
会
で
は
、
多
く
の
参

加
者
が
活
発
に
名
刺
交
換
を

し
、
参
加
者
か
ら
は
、「
た
く

さ
ん
の
方
と
交
流
で
き
た
。

早
速
、
連
携
に
つ
な
が
り
そ

う
だ
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

【
問
合
せ
】
東
支
部
�
６
３

５
８
・
６
１
１
１

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
１１
月
２７
日
、
関
西
国
際

空
港
開
港
３０
年
記
念
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

の
協
力
を
得
て
、
開
港
３０
年

を
振
り
返
る
パ
ネ
ル
展
示
を

１１
月
２６
日
〜
１２
月
５
日
、
実

施
し
た
（
写
真
）。

１
９
９
４
年
９
月
に
開
港

し
た
関
空
は
、
民
活
方
式
で

建
設
さ
れ
、
日
本
初
の
完
全

２４
時
間
運
用
空
港
で
、
世
界

初
の
完
全
人
工
島
か
ら
な
る

海
上
空
港
と
な
っ
た
。
２
０

０
７
年
８
月
の
第
２
滑
走
路

の
供
用
開
始
に
よ
り
、
複
数

滑
走
路
を
持
つ
完
全
２４
時
間

空
港
と
し
て
国
際
物
流
や
Ｌ

Ｃ
Ｃ
の
ハ
ブ
機
能
も
担
う
。

関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
グ
ル
ー

プ
で
は
関
空
、大
阪
国
際（
伊

丹
）
空
港
、
神
戸
空
港
を
一

体
運
営
し
、
今
年
上
半
期
の

国
際
線
旅
客
数
は
過
去
最
高

を
記
録
し
た
。

今
回
の
パ
ネ
ル
展
示
で

は
、
歴
代
の
大
阪
商
工
会
議

所
会
頭
が
取
り
組
ん
だ
新
空

港
開
港
ま
で
の
四
半
世
紀
に

わ
た
る
道
程
を
紹
介
。
関
西

経
済
界
が
一
丸
と
な
っ
て
新

空
港
実
現
に
向
け
た
建
議
や

中
央
政
府
へ
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
き
た
経
緯
も
展
示
。

第
一
種
国
際
空
港
を
民
力

で
実
現
し
た
関
西
経
済
界
の

気
風
を
改
め
て
振
り
返
る
機

会
と
な
っ
た
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
来
年

１
月
１６
日
、
大
阪
府
・
大
阪

市
と
と
も
に
令
和
７
年
度

「
Ｉ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

（
第
３
回
）
を
開
催
す
る
。

大
阪
府
・
大
阪
市
Ｉ
Ｒ
推

進
局
職
員
が
「
区
域
整
備
計

画
」
な
ど
を
説
明
し
、
姜
聖

淑
・
帝
塚
山
大
学
経
済
経
営

学
部
教
授
が
「
大
阪
Ｉ
Ｒ
が

日
本
の
観
光
産
業
に
与
え
る

影
響
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
す

る
。
午
後
２
時
３０
分
〜
４
時

１５
分
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月
２１

日
、第
２１
回
常
議
員
会
を
開
き
、

�
会
員
加
入
�
名
誉
議
員
の
推

薦
�
手
数
料
徴
収
規
約
の
一
部

変
更
�
海
外
機
関
と
の
連
携
協

定
締
結
�
委
員
会
委
員
の
委
嘱

の
承
認
�
�
に
つ
い
て
審
議

し
、
了
承
し
た
。

ま
た
、
�
「
香
港
・
グ
レ
ー

タ
ー
ベ
イ
エ
リ
ア
視
察
団
」
派

遣
�
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
経
済
・

現
地
人
材
視
察
団
の
派
遣
�
情

報
・
通
信
部
会
／
デ
ジ
タ
ル
変

革
推
進
委
員
会

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
視
察
団

派
遣
�
�
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

◇

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会
員

数
は
法
人
２
万
３
４
４
４
、
団

体
１
０
２
２
、
個
人
７
４
３
３

の
合
計
３
万
１
８
９
９
と
な
っ

た
。

関
空
３０
年
振
り
返
る

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
視
察
団

セ
ミ
ナ
ー
と
パ
ネ
ル
展
示
実
施

生
産
拠
点
・
人
材
・
市
場
の
実
情
把
握

全
国
か
ら
販
路
求
め
て
６２０
社
９１１
人

大
手
バ
イ
ヤ
ー
に
直
接
売
り
込
み

Ｉ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ミ
ナ
ー
開
催

来
年
１
月
１６
日

▼詳細は
こちら

大
商
東
支
部
と
生
野
区
役
所

包
括
連
携
協
定
を
締
結

地
元
と
の
連
携
へ

交
流
会
を
初
開
催

みなみフェス２０２５
鳥井会頭が視察

東
支
部

常常
議議
員員
会会
開開
くく
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